































































































3保 存 科 学 部




























3機 器 ・設 備



































同年10月 東京市上野公園内に鉄筋コンクリー ト造,半 地階2階 建,延 面積1,192m2
の建物1棟 を起工 した。
同3年9月 前記の建物が酸工 したので,美 術研究所開設のため必要な備品,図 書,
写真等の研究資料を設備し,また館内に黒田子爵記念室を設け,同子爵の作品を陳
列 した。






同7年1月 美術研究所の研究成果発表機関誌として,定 期刊行物 「美術研究」を創
刊 した。
同年4月18日 株式会社朝日新聞社より明治大正美術史編纂費として本年か ら向う5










































められ第一研究部,第 二研究部,資 料部,庶 務室が置かれた。(昭和25年8月29日
から適用)
、同27年4月1日 東京文化財研究所組織規程(昭 和27年文化財保護委員 会 規 則 第4
号)が 定められ,美 術部,芸 能部,保 存科学部,庶 務室の3部1室 が置かれ,美 術
研究所組織規程が廃止された。







伺32年3月28日東京国立博物館構内に木造,外 部鉄網 モルタル塗,平 家建,8m2
の保存科学部の薬品庫が竣工した。
































東京国立文化財研究所は,1課 と3部 より成 り,庶務裸は,庶務 ・会計の2係 に分






一第 一 研 究 室






第20条 委員会の附属機関として,文 化財専門審議会,国 立博物館及び国立文化財
研究所 を置 く。
(国立文化財研究所)
第23条 国立文化財研究所は,文 化財に関する調査研究,資 料の作成及びその公表
5
一資 料 室
一演 劇 研 究 室
一音楽舞踊研究室
一郷土芸能研究室
一化 学 研 究 室
一物 理 研 究 室




2国 立文化財研究所の名称及び位置は,左 の通 りとする。
名 称 位 置
東京国立文化財研究所 東 京 都
奈良国立文化財研究所 奈 良 市


































































































本館,保 存科学部庁舎及び芸能部庁舎の敷地及び建物の面積は,次 のとお りで あ
る。
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＼ 一 費 目＼































































































































Ⅱ 機 構 と 規 模




































































上 野 ア キ
関 千 代
岩 崎 友 吉
田 村 悦 子
江 上 緩
立 田 三 朗
横 道 萬里雄





























に掲げる国立学校以外の各機関をいう。)及び 各附属機関の定員は,次 のとお りとす
る。
外 局
区 ～一 一一協 定'則 備上 翔


































































































































































































































































室 長文部 技 官
〃







































保 存 科 学 部
化 学 研 究 室
//
rr
物 理 研 究 室
//
ii















































上 野 ア キ
田 実 栄 子
永 雄 ミ エ
辻 惟 雄
江 上 緩
関 口 正 之
橋 本 弘 次




浦 山 政 雄
浦 山 政 雄
前 嶋 茂 子
宮 本 瑞 夫
横 道 萬里雄
佐 藤 道 子
山 路 興 造
三 隅 治 雄
仲 井 幸二郎
関 野 克
岩 崎 友 吉
樋 口 清 治
門 倉 武 夫
登 石 健 三
見 城 敏 子





































保 存 科 学 部
3旧 職 口
(退職,転任時の官職)


















美 術 部 長
16
名)(職 名)(氏
調 査 研 究 員 江 本
文 部 技 官 室 長 立 田
〃 中 里
〃 茂 木
































































































































































































































































































































































































































































































































































Ⅳ 調 査 研 究
τ 美 術 部

























































































Ⅳ 調 査 研 究















































Ⅳ 調 査 研 究
e














中 川 午 咲(資料室長)









































Ⅳ 調 査 研 究




B調 査 研 究 活 動




41・N78京都国立博物館 神護寺蔵両界曼 壌羅の調査 ・狂直影
…9イ ン ド 雷 耀 也所在の働 館蔵脱 びに醐 の鯛
42・12京都 教王謹国寺 真言七祖像の調査 。撮影
42・12京都 西 本願 寺 三十六人集の調査 ・撮影









第 一 研 究 室
川 上 漣(第一研究室1の
41・9黒川古文化研究所 寒林重汀図調査
42・5京都 祁 国 寺 同一'r'所1歳絵画の調査 ・撮影
42避♀ 台湾 台 北 国立故宮博物院所蔵中国画の調査
42・10神戸 住友クラブ 住友氏所蔵明漕画鯛査









…9辮 離 寺本尊薬師嫌 像 五大虚空鰭 薩鱒 の 猪川























41・5京 都 松 尾 寺
41・7京 綱 立 渤 館
41・9千 葉,東 京
41.1
11° 正 倉 院
41・11京都 松 尾 寺
42・5京 都 国立 博 物館
42・7奈 良 国立 博 物 館
42・8京 都 醍 醐 寺
42・9大 阪 四 天 王 寺
42・9奈 良 法 隆 寺
h210尾 道市
42・12京都 教王護 国寺
42・12京都 西 本 願 寺
43・3京 都 藤 岡 氏
43・3京 都 教王護国寺

































田 村 悦 子




o41・5酒 井 宇 古 氏
41・7五 日市 大悲願 寺
41・8東 村 山 得 蔵 寺
41・9愛 知 岩 屋 寺
41・9名 古屋 七 ツ 寺
41・12梅 沢 彦 太 郎 氏
42・3田 中 親 美 氏
42・10京 都 御 所
42・12京都 西 本 願 寺
42・12静岡 平 田 寺
























41・9京 都 神 護 寺
41・11京都 威 徳 寺 他
42・3滋 賀 鶏 足 寺
42・3京 都 教王護国寺
42・6滋 賀 善 水 寺 他
42・8鳥 取 三 仏 寺
42・10京都 広 隆 寺
42・11長野 牛 伏 寺
42・11静岡 佐野美術館
42・11大阪 観 心 寺



























41・6尾道 常 称 寺 一遍上人絵詞伝の調査
41・6徳 川 美 術 館 源平合戦絵の調査
41・7京都国立博物館 真光寺本 ・金蓮寺本一遍上人絵詞伝の調査
41・g磯賭 ㈱ ・徳 長往¥縁起絵巻の調査
41・9京都 金 光 寺 日連救f`1:経の調査
41・9大阪 章節静彦氏 同氏所蔵絵巻類の調査
42・11山形 光 明 寺 一遍上人絵詞伝の調査
42・5京都 相 国 寺 同寺所蔵絵画の調査 ・撮影
42・5芦屋 山 田 氏 同氏所蔵界風類の調査 ・撮影
42・6サントリー美術館 戦国武人画家作品の調査 ・撮影
42・6田 中 親 美 氏 年中行事絵巻の調査
42・7東京国立臨物館 後三年合戦絵巻の調査
42・10大阪朝日新聞社 上野氏蔵法華経絵巻の調査 ・撮影
43・2藤沢 清浄 光寺 一遍上人絵詞伝の調査
42・2京都国立博物館 金蓮寺蔵浄阿上人絵伝の調査











戸 田 禎 佑
41・9黒川古文化研究所 寒林重汀図調査
42'5京都 相 国 寺 同寺所蔵絵画の調査 ・撮影
42・7江 田氏蔵中国画の調査 ・撮影
42・1°
^'ll台湾 台 北 国立故宮博物院臓 中国画の融
秋 山 光 和(非常勤)
41・7京都国鱒 物館 神護寺爾 界麟 羅
の調査.撮 影
41・ ア メ リ カ 訟画鏑 轄 鑛 洋美術 特1こ日本の雛 物





























奈良 法 隆 守
京都 教王護国寺
京都 西本 願寺













































国立近代美術館 近代 日本の版画展の企画 ・作品調査 ・撮影
名 古 屋 市 羅 暫購 催近イ穐漸 名服 の企画 作゜品
神奈川県立博物館 近世洋風美術展の作品調査































42・3北 茨 城 市
42・3・ 一 ・ ツ ・e
42・4來 京
42・10神 奈 川 県 立 博 物 館
42・12F:/t:
43・2京 都 市 美 術 館
































42・5商 岡 市 美 術 館





















■陰 里 鉄 郎


























































上 野 ア キ
41 国内所在大谷コレクション調査研究
31











田 室 栄 子




42・12)1(那 教 王 護 国 寺
・3・31灘 汰 肺 ・
高雄蔓 済羅の綾裂を中心とする調査研究








42・5京都 相 国 寺 同寺所蔵絵両の調査 ・撮影
42・5芦 屋lllIll氏 同 氏 所 蔵 屏 風 類 の 調 査 ・撮 影
42・9);〔昂～iti
42・10神 奈川 県 立 博物 鮮1
43・3)1(者区Ti了
43。3芳(都,滋 賀




































42・12京都 西 本 願 寺































関 口 正 之(昭和42年2月1日就職)
42・12京都 西本願 寺 三十六人集の調査 ・撮影
42・12京都 教王護国寺 真言七祖像の調査 ・撮影
4多・3京 都 教王護国寺 真言七祖像の調査 ・撮影






























美 術研 部究 会42。4
美 術部 研 究 会43・3
r術部 公 開学 術
11置座41・11
















李 唐 筆 山 水 図 他3点 朝 日新聞社,東 洋 美術142・4
久 野 健(主 任研究官)
① 法 隆 寺(鈴 木窺吉 と共著)小 学館41・12
② 壕 仏 につ い て 国華89641・11
・神 像 濫 脇 考 吉川弘文館,日 本歴史考古学論叢Q1・11
押 出 仏 につ い て 古美術1591・11
康 平 七 年 銘 不 動 明 王像..術 研究24542・2
東 寺 草 創 期 の 彫 像 美術研究2534:i;i
④鯨 仏 につ い て 美術部研究会41・12





















Ⅳ 調 査 研 究













































日本 美 術 工 芸33341・6
日本 美 術 工 芸33541・8
日本 美 術 工 芸33741・10
日本 美 術 工 芸34842・9
美 術 研 究25143・2
古 美 術1541・11
古 美 術1842・7







































ア メ リカ美 術 館 の 絵 巻 物(-1((=1
ア メ リカ所 在 の 日本絵 画
ブ リアー 美 術 館 の 日本 絵 画




















]Ⅳ 調 査 研 究













































































① バ ロ ック ・ロコ コ(世 界美術12)溝 談社
コ ロー,ミ レー,ク ール ベ(世 界美術全集9)河 畠;鯵房
② 日本 史 ・美 術 史 東大出版会,日 本における歴史学 の発達 と現 状n
レア リス ム と照 明法 一 カラヴァッジオ をめ ぐって ミュージアム183
レパ ン ト戦 闘図 屏 風 につ い て(上)美 術研究ens
③ ゴヤ作 品解 説 欝談社,ル ーヴルの名宝6
④ レパ ン ト戦 闘 図 屏 風 美術 史学会総 会
⑤ コル ト ブ リヂス トン契 術館
⑥ ヴ エ ン トゥ リー,近 代 絵 画 論(共 訳)角 川 蒔店











世界文化社,日 本歴 史 ・開国 と嬢夷
ミュージアム187
本の手帖7-1
朝 日新 聞社,朋 治 百年美術館
学習研 究社,世 界 の美術II・西洋
み つゑ別 冊46
中 日新 聞社,近 代 洋画 名晶展 目録
莇春161,162
共同通信社





































美 術 研 究24642・3
ミュー ジ ア ム20343・2
ブ リヂ ス トン美 術 館42・10
美 術 部 公 開 学 術 謹14≦42・11




















































② 日本 史 ・美 術 史 東 大出版 会,口 本 にお ける歴史学の発遠 と現状II
「童子 口伝 書 つ き 山水 井 野 形 図 」校 刊 上,下 美術研究247,250
「童子 口伝 書 つ き 山水 井 野 形 図 」 考補 遺 美術研究251







関 口 正 之(II"和42fド2刀1i、llllt職)
② 大 理 国 張 勝 温 画梵 像 に就 い て 止,下 r酬竪895,89畷:1°1 ■
2芸 能 部
A研 究 題 目
題日のつぎの括孤内の数字は年度を,共は共同研究を示す。













Ⅳ 調 査 研 究
〔Ⅱ〕 ピッチレコーダーによる日本芸能の音楽的研究(41,共)
演 劇 研 究 室

















































b)踊 り歌 と語 り物(42)
42




郷 土 芸能 研 究室
の












仲 井 幸 二 郎(非 常勤,昭 和4155月10就 職)
〔1〕 郷 土芸 能 の研 究 、
(1)神楽 台本 の調 査 研 究(41・42)
〔II〕民 謡 の研 究
(1)民謡 資料 書 目の調 査 研 究(41・42)
〔皿 〕 近 世 芸 能 の研 究
(1)邦楽 レコ ー ドにお け る寄 席 芸 の研 究(41・42)
B調 査 研 究 活 動
年 ・月,場所,内容の1収藤 に紀し,末尾に共同調査者等を付載。
43一
浦 山 政 雄(芸能部長)







41・10日本 肯 年 館 全国民俗芸能大会撮影 ・録音
42・1国 立 劇 場 琉球御冠船踊撮影
42・2国 立 劇 揚 宮内庁舞楽撮影 ・録音
42・4宮 内 庁 楽 部 舞楽撮影
42・5東 京 杵屋栄二所蔵歌舞伎下座ツケ帳撮影
42・10日本 育 年 館 全国民俗芸能大会撮影 ・録音
42・11天 理 大 学 歌舞伎資料調査
43・1国 立 劇 場 ビデオコーダー調査
43・3所 内 杵屋栄左衛門所蔵歌舞伎下座ツケ帳撮影
演 劇 研 究 室






41・5宮 内 庁 楽 部
41・9東 京
41・10日 本 青 年 館
42・1国 立 劇 場
42・2国 立 劇 場

























































42・9岐 阜 奥 明 方 村
42●10日 本 青 年 食r`
42・11久 保 ホ ー ル
42・11所 内
42・11水 道 橋 能 楽 堂
42・12観 世 会 館
42・12春 日 大 社
42・12東 京
42・3所 内
阿 部 順 子(非 常勤)
41・4
～41・所 内 「改訂 標 準 日本 舞 踊 譜 」編 集
10
41・4
～43・所 内 歌舞 伎 音 楽
3
41・4所 内 田中 伝 左 衛 門歌 舞 伎 難 子 芸 談 録 音
41・5宮 内 庁 楽 部 舞 楽 録 音
41・9東 京 杵 屋 栄 二 所蔵 歌舞 伎 下座 ツケ帳 撮 影
41・100本 背si館 全 国 民 俗 芸 能 大 会撮 影 ・録 音
41・11久 保 ホ ー ル 全 国 青 年 大 会 郷 土 芸 能 撮 影 ・録 音
42・1国 立 劇 場 琉 球 御 冠 船 踊撮 影
42・2国 立 劇 揚 宮 内 庁 舞 楽 撮 影 ・録 音
42・4宮 内 庁 楽 部 舞 楽 撮 影
42・5
～43・所 内 能 楽 技 法 研 修 会
3
42・5東 京 杵 屋 栄 二 所 蔵 歌 舞伎 下座 ツ ケ 帳 撮影
42・6東 京 ・横 浜 ビデ オ コー ダー 調 査
























































42・9寛 永 寺 金剛界曼陀羅供録音
42・10日本 青 年 館 全国民俗芸能大会撮影 ・録音
42・11所 内 開所記念 目黒川能撮影 ・録音
42・11水道 橋能 楽堂 黒川能録音
42・12観世 会 館 能 「鷹姫」撮影 ・録音
42・12春 日 大 社 若宮おん祭調査
42・12東 京 能楽技法研修会
43・1国 立 劇 場 ビデオコーダー調査
、43・2寛 永 寺 浬繋会撮影 ・録音
43・3東 大 寺 修二会撮影 ・録音
43・3所 内 杵屋栄二所蔵歌舞伎下座ツケ帳撮影
43・3東 京 能楽技法研修会
宮 本 瑞 夫(非常勤 昭和41年5月1日就職)
41・4群馬 赤 城 村 津久田人形芝居
41・4日 比 谷図書館 加賀文庫蔵絵入狂言本 ・役者評判記撮影
41・4大 倉 集 古 館 近松門左衛門 ・紀海音の浄瑠璃本撮影
41・7岩手 一 ノ関市 奥浄瑠璃録音
41・8栃木 塩 谷 郡 栗山地区の民俗
41・10群馬 赤 城 村 津久田人形芝居 ・歌舞伎絵馬撮影 ・録音
41・11栃木 那 須 郡 烏山町下境の地芝居
42・1大 谷 図 書 館 役者の襲名年次 ・代数 ・没年
42・2国 立 劇 場 宮内庁舞楽撮影 ・録音
42・3芸 大 図 書 館 絵入狂言本撮影
42・4千 葉 浦安 ・行徳地区の民俗
42・4大 谷 図 書 館 浄瑠璃本
42・5×43・所 内 能楽技法研修会
3
42・7国 会 図 書 館 地方誌撮影






























42・12芸 大 図 書 館
42・12東 京
43・1寛 永 寺
43・2日 比 谷 図 書 館

















音 楽 舞 踊 研 究 室
`






41・ 目廻 甥 錐 邦楽レコード製作年代識別}・関する融
41・5宮 内 庁 楽 部 舞楽録音
41・9東 京 声明資料調査整理
41.9東 京 杵屋栄二読蔵歌舞伎下座ツケ帳撮影
41・10口本 沓 年 館 全国民俗芸能大会撮影 ・録音
41・11遊 行 寺 別時念仏行事撮影 ・録音
42・1山形 櫛 引 ・r黒川能孤 祭撮影 ・儲
42・1国 立 劇 場 琉球御冠船踊撮影
42・2遊 行 寺 行事次第書撮影
42・2国 立 劇 場 舞楽撮影 ・録音
42・3東 大 寺 修二会撮影 ・録音
42・3山形 櫛 引 町 黒川能文書撮影

































42・6東 京 ・横 浜
42・7山 形 櫛 引 町
42・7寛 永 寺
42●8力1口r胡
42・10山 形 櫛 引 町
42●10日 本 〒!f【年 食官
42・11水 道 橋 能 楽 堂
42・12東 京











41・唱 建 拶゜ 工
41・5宮 内 庁 楽 部
41・6日 本 楽 器 社
41・9東 京
41・9東 京
































































































































本 青 年 館















































































































































































Ⅳ 調 査 研 究
郷 土芸能 研 究 室
三 隅 治 雄(郷土芸能研究室長)
41ん
18所 内 「改訂標準 日本舞踊譜」編集
41・4
～43・所 内 歌 舞伎 音 楽
3
41・ 譲 拶゜ 碓 邦楽レコード製作年代識別に関する融
41・4奈良 矢 田 寺 練供養撮影 ・録音
41・4京都 壬 生 寺 壬生狂言撮影 ・録音
41・5奈良 当 麻 寺 練供養撮影 ・録音
41・5京都 賀茂神社 葵祭撮影
41・7長野 上 松 町 木曾盆踊 ・獅子舞撮影 ・録音
41・9東 京 杵屋栄二所蔵歌舞伎下座ツケ帳撮影
41・10:岩手 毛 越 寺 延年撮影
41・10福 岡 九州ブロック民俗芸能大会撮影 ・録音
41・10日本 青 年 館 全国民俗芸能大会撮影 ・録音
41・11久保 ホ ー ル 全国青年大会郷土芸能撮影 ・録音
41・12沖縄 久 高 島 イザイホー撮影 ・録音
42・1岩手 毛 越 寺 延年撮影 ・録音
42・3茨城 水 戸 市 関東ブロック民俗芸能大会撮影 ・録音
42・4青森 八 戸 市 鮫神楽撮影 ・録音
42・4青森 む つ 市 お しら祭文撮影 ・録音
42・5東 京 杵屋栄二所蔵歌舞伎下座ツケ帳撮影
42・7青森 八 戸 市 鮫神楽台本
42・8山口 下 関 市 数方庭祭撮影
42・8島根 津 和 野町 盆踊撮影
42・8岩手 盛 岡 市 東北ブロック民俗芸能大会撮影 ・録音
42・8冑森 八 戸 市 三社大祭 ・念仏芸能撮影 ・録音























日 本 青 年 館
千 葉
久 保 ホ ー ル
沖 縄
大 阪
長野 阿 南 町























城 ・福 島 金砂田楽調査ほか
京 民謡歌詞調査
C主 要 研 究 業 績
①は著書,②は輪文,③は癬説,④は研究発表,⑤は講演 ・放送.⑥はその他等の種別を示し,題名.
発表場所(発行所,掲載誌,購演場所,放送局等),発表年 ・月の順序に記ナ。

































Ⅳ 調 査 研 究
NHK第2放送43・2
演 劇 研 究 室
宮 本 瑞 夫(非常勤,II和41イ1三5ノ」1日就職)
②(3}生業と民具 ω郷土芸能(r栗山の民俗』)栃 木県教育委員会
「仮名手本忠臣蔵」研究文献目録 解釈と鑑賞第32巻第1助
③「とはずがたり」注解拾遺(2)巻の一 共編 立教大学日本文学 第17号
足駄 ・油障子等民俗 ・風俗項目(r大口本百科11喚ジャポニカ1』)小 学館




⑥r平安時代の文学 と生活』(池田亀鑑著)の編集 ・図版解説 至文堂
r今昔物語』への道 ・王朝のヒューマンコメディーのキャプシ ョン


































































三 彩 社二・お 水 取 り43・3
朝 口講 堂az・10
東 京 国 立 博 物 館 講'i(・42・11


























郷 土芸 能 研 究室



























Ⅳ 調 査 研 究
東1,:国立 文 化 財研 究 所42・3
來 芳(空詮1止1}1反43・3
芸 能8の841・8
民 俗 芸 能2841・10
房 総 文 化841・10
東 洋 音 楽 選 苓弊142・6
道 ∫」≧・、争三 ゴ匪ミ42●3
日本 文 学 論 究2642・7
解 釈 と鑑 賞32の942・8
【1本歌 緬 研 究542・9
世界 文 化 社42・10
旺k塵」47841・4
花 か ん ざ し141・4
疏 球 新 報41・12
国 立劇 揚 プ ロ41・12
静 岡 新 聞 その他42・1
国 立劇 揚 プ ロ92・1
朝 日ジ ャ ー ナル42・2
沖縄 タ イ ム ス42・2
朝 ログ ラ フ42・3
n王欠虜蟄」49242・6
朝 日新 聞42・7























































Ⅳ 調 査 研 究
3保 存 科 学 部
A研 究 題 目
題日のつぎの括孤内の数宇は年度を,共は共岡研究を示す.
化 学 研 究 室






























































Ⅳ 調 査 研 究
















物 理 研 究 室














































































生 物 研 究 室






Ⅳ 調 査 研 究
〔皿〕 国宝,重 要文化財建造物等の材質研究(41～42)
〔m〕 糸状菌 と湿度 との関係(41～42)
〔IV〕陳列室並びに収蔵庫内の温湿度および汚染空気が美術品に及ぼす影響 とその防
除についての研究(42,共)
修 理 技 術 研 究 室
o
立 田 三 朗(修理技術研究室長)
q〕 文化財の伝統的修理技法の調査および記録作製(41～42)
〔皿〕X線 分析による材質調査をもととする技法研究(41～42)
〔皿〕X線 透視による構造,材 質,お よび技法研究(41^-42,共)








中 里 寿 克
〔1〕 文化財の伝統的修理技法の調査及び記録作製(41～42,共)
〔1【〕 レン トゲンによる染芸品,そ の他金工品の材質及び構造調査(41～42,共)
〔皿〕 中尊寺金色堂部材の調査及研究(41～42,共)
〔Ⅳ〕 中世漆芸品の金銀粉の調査研究(41)













B調 査 研 究 活 動
年 ・月,場所,内容の順序に記し,末尾に共同調査者を付載。括孤内の氏名は所外者。場所の記入のな
いのは研究所内で行われたもの。
化 学 研 究 室 ■
岩 崎 友 吉(化学研究室長)







41・9京都市 知 恩 院 経蔵内部彩色剥落どめ指導
41二




12沖 縄 宮 古 島 ドイツ皇帝博愛記念碑保存作業指導
41・12平城 宮 跡 発堀品の保存処置指導
42・1千葉県印西町木下 貝層保存処置実験
42・1浜 松 市 蜆 塚 貝層の保存
42・2京 都 市東福寺 三門上層内部彩色剥落 どめ指導










































能 本 市千金 甲
箕面市,尼崎市
東 京 国立博物館
東 京 都妙 定院
日光 市輪 王寺
松戸市
沖 縄 那 覇 市
奈 良 県法 隆寺
大阪市難波宮趾
京都府浄瑠璃寺
千 葉 県 印西 町




















































11・9・奈 良 元 興 寺
42・1
41・9岡 山 城
41・9箱 根 美 術 館
41・9
^-10棘 儲 院 廟
41・12奈良 平 城 宮 跡
42・1京 都 清 水 寺
42・2岡 山 西 大 寺
42・3津 三重県立大医
42・3宋 置 禿艮 美tilt食官
42・3仙 台 東 北 大
42・5箱 根 美 術 館
42・6勇 餐⊥気と砂千・5r攻戎宮諺亦
42・77去F灸 寺




























































41・6神 奈 川 県 二 宮 町
41壇 撫 市 三殿 台
41・7岡 崎市伊 賀入幡 宮
41・10東京都 常憲院廟
41・11京都市 知 恩 院
41・12仙台市 瑞 厳 寺
41・12奈良市 平 城 宮
42・1浜 松市 蜆 塚
42・1千 葉県 印 西 町
42・2宮 山奇了行
42・1栃 枳 輸 王 寺
42・3熊 本市 千 金 甲
42・3箕 而市 尼 ケIll奇市
42・5松 肺





42・6奈 良研 ・平 城 宮 跡
42・7千 葉 県 木 下
42。9仙 台 市









































































































東京 浅 草 寺




宇治 平 等 院
熱 海 美 術 館













































































宇治 平 等 院
Ⅳ 調 査 研 究
(ガスクロマ トグラフィー用試料採取)







物 理 研 究 室
●
登 石 健 三(物理研究室長)
41・3法 隆 寺 焼損壁画の分光反射率測定と斑点調査
41・5〃 法隆寺宝物館列♂3,のX線調査
41・6スポーツ博物館 収蔵庫内状態調査
41・6東 京 芸術大 学 図書資料館内 〃
41・6京都府9ケ 寺収蔵庫内 〃
41二
11蘇 脇 嬬1漱 物語雛 のケー ス収納
41・8密 士 銀 行 オリンピック旗保存のため館内状態調査
41・8中 尊 ・¥金色堂外陣囲壁X線 調査
41・9霊 友 会博物 館 館内状態調査
41・9山 種 美 術 館 〃
41・9岡1⊥1虹 戊 〃
41・12
42.3棘 国蟷 物館 オキナワ展鞄 と開梱湿麟 節
41・12西洋 美 術 館 ロシヤ展の際の館内湿度測定
















142・4川 崎 市 公 民 館 展 示 状 態 調 査
42・4
43.3
42・4東 京 国 立 博物 館 東 洋 館 照 明並 に館 内 状 轍
,...42.
11神 奈川県立 博物館 館 内 状 態 調 査
42




1b7法 隆 守 金堂壁画摸作パネル調査
42
43:8L二 条 城 撮影についての指導と調査
42・11東};(国立博物館 カナダ万国博出陳物開掴に伴 う調査
・2・12難杉本糖 収灘 内調査
43・1府 中 郷 土 館 館内状態調査
・3・1膿 出 蘭 【LI収.:内 状欄 査
知恩院,妙 蓮 浄,
43'3dblllTr
te;t5,・.・大購 臓 庫 内 状齢 査








見 城 敏 子
41・・1轡 ポーツ渤
41・6東 京 芸術大学
41・6五 島 美 術 館
～10東 京国 立 博 物 館
4112
^-42.3棘 国 端 物 館
42。3〃
42・4
^-43.3棘 国 鮒 物 館
42・11神奈川県立博物館
42・9,


































Ⅳ 調 査 研 究
石 川 陸 郎
41・3搬 法 隆 ,-p
41・5 東 京 国 立 博 物 館
41・8眉 手 中 尊 寺




42・2鯨 明 治 神 宮


























知恩院,杉京都43°3欝:牽號 大 臓 廟 状㈱ 査

















生 物 研 究 室
の
江 本 義 数(非常勤)
41・4畠耀 照臭麟 隙 および腰 文化財建造物の徽害と防除
41・4分 離菌株の保存 と菌の性質調査
41・4奈良 法 隆 瀞 焼損壁体徽害調査
41・4千 葉県海岸出土丸木舟材の材種調査
A1.8,














奈良 法 隆 寺 金堂試作パネル徽害調査と防除
奈良 法 隆 寺 金堂焼損壁体の徽害調査
京都 知恩院,高
欝:姦雛 妙 収灘 の徽翻 査
東京 密 士銀行 オ リンピック旗保存のため防徽防虫








































愛知県 鳳 来寺 境内金工品出土品調査






























43.3京都 東 福 寺

















中 里 寿 克
41・4






41・9根 津 美 術 館
41・9
41・11京 都 知 恩 院
42・5 千 葉 県 松 戸 市
～5
42・ 翻 館法階 齢
42・6千 難 榊11f
42・6







































41・4鎌 倉 覚 園 寺
41・9
^-42.3京都 知 恩 院
41・11仙台大崎 八幡神社
41・11松励 瑞 巌 寺
41・12〃
42・1浜 松 蜆 塚
42・2松 江 八重垣神 辻
42・2熊 本 熊 本 城
42・2生 口勘 向 上 寺
42








42詔 京都 醐 璃寺
42・11
43.3京都 東 福 寺
43・1胱 輪 王 寺











































①は著鮎 ②は論文,③ は解説,④ は研究発表,⑤ は講演 ・放送,⑥ は その他等の種別 を示 し,題 名,
発表揚所(発 行所,掲 載誌,講 演揚所,放 送局等),発表年 ・月の順序に記す。
化 学 研 究 室

























江 本 義 理(主 任研究官)
QCharacteristicsofAntiquesandArtObjectsbyX-rayFluorescent
SpectrometryArchaeologicalChemistry(UnivofPennsylvaniaPress)1967
② 文 化 財 と空 気 汚 染i>i環 境工学42・3
文 化 財 保 存 環 境 と しての 各 地 の大 気汚 染 度 の 測定 結 果 保存科学3号42・3
大 気 汚 染 の文 化 財 に 及 ぼ す 影響(第5報)(共 著)
X線 分析 に よ る文 化財 材 質調 査 資 料1保 存科学4号43・3
彩 色 土 朱 に つ い て μ光二社一寺修理報告書43・
③ 大 気 汚 染 と文 化財 、鮒 挿 報17号(横浜lli事務局行政部調査室)43・1
文化 財 の 保 存 科 学 フ ァルマシアVol4.N・L(口 本薬学会)43・3
④ 智 光 曼 崇羅 の 顔 料 の 分析 智光曼茶羅総合研究会41・11
文化 財 の 腐食 に つV・て 学術振興会腐食防止第97委員会 第715回42・2
三渓 園 に お け る大 気 汚 染 の影 響調 査 神奈川県大気汚染調査報告書第9報42・3
⑥防 錆 文化財建造物修理技 術者講習会41・8
修 理 の た め の科 学 的 方 法 一 化 学 的 方 法(そ の2)
第11回修理 技術後継者(美 工)養 成講習会41・9






















物 理 研 究 室
登 石 健 三(物 理研 究室長)
② 下地 うる し の固 化 に関 す る研 究(共 著)色 材協会誌41・8
文 化 財 に対 す る空 調 の 理 想 空気聞和 と冷陳41・10
文 化 財 の輸 送 と梱 包 博物館研究42・1
うる し塗 膜 の 劣 化(共 著)色 材協会謎42・2
Alkalinematerialliberatedintoatmospherefromnewconcrete(共著)
journalofPaintTechnology42・3
うち た て コ ン ク リー ト箱 内 に於 け る 美 術 品 の材 料 に及 ぼす 影 響(共 著)
保存科学3号42・3










































見 城 敏 子
② 下 地 う る しの 固化 に 関 す る研 究(共 著)色 材協会誌
うる し塗 膜 の劣 化(共 著)色 材協会誌
Alkalinematerialliberatedintoatomospherefromnewconcrete(共著)
JournalofPaintTechnology
日本 顔 料 の温 湿 度 に よ る変 色(共 著)色 材協会誌













生 物 研 究 室








































修理 技 術研 究 室
立 田 三 朗(修理技術研究室長)
松本平の磐と鰐口
信濃金文年表稿















4受 託 研 究
受 託 研 究 一 覧
年 劇
昭和41年度
Ⅳ 調 査 研 究
保存科学4号43・3
昭和42年度































第1条 国立文化財研究所(以 下 「研究所」という。)が委託により行 う文化財に関




国立文化財研究所長(以 下 「研究所長」 という。)に提出しなければならない。
(受託)
第3条 研究所長は,前 条の規定による委託の申込を承諾する揚合には,第2号 様式













2研 究所は,研究が終了した結果,前 項の規定により納入 した金額に過不足が生じ
た場合には,委託者にその額に相当する金額 を返還し,又は納入させなければなら
ない。




由があるため研究の継続が困難となったときは,当該研究を中止するこ とが で き
る。この場合において,研究所長は,遅 滞なくその旨を委託者に通知 しなければな
らない。
2前 項の規定にかかわらず,研 究所は,委託者の申出によ りその委託にかかる研究
を中止することができる。

























研 究 委 託 申 込 書






































研 究 受 託 承 諾 書
昭和 年 月 臼
殿
国立文化財研究所長






















Ⅳ 調 査 研 究
昭和11年10月創刊,毎 年1冊(た だし昭和19～21年版および昭和22～26年版は各1





























































































































































































































































































































文化財の輸送 と梱包 登石 健三
昭和41年10月22・24～26日本研究所保存科学部庁舎
本研究所保存科学部が近年行なった次の研究調査実績についてパネルを配列展示


























門 一 一一 一
[
V研 究 施 設
1蔵
?
美術部 東洋古美術,近 代日本美術,西 洋美術関係を主 として,和漢洋書を合わせ
て約16,100部,ほかに美術関係雑誌,売立 目録類及び拓本がある。
芸能部 雅楽 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸能 ・寄席芸その他わが国の
伝統芸能の研究に必要な図書2,535冊を所蔵する。 演芸画報 ・歌舞伎新報 ・歌舞伎
(第1次)・テア トロ(第1次)・上方 ・民俗芸術 ・口本民俗 ・芸能復興 ・郷土研究 ・
旅 と伝説等の雑誌,丸 本 ・謡本等の台本 も多数収集 している。
保存科学部 古来の伝統的生産及び工芸技術書,技 術史,ま たは数少ないそれ らの
科学的究明を試みたもの。修理報告書,調 査報告書,及 び化学 ・物理 ・生物学部門の
保存科学に関連ある和洋書を合わせて約600冊を収集 している。
昭和41・42年度の新蔵書は次のとお りである。
美 術 部 芸 能 部 保存科学部
計区 分 和 漢 :t;1洋書 稽 嬬5洋 轡 和1











料をあまね く収集 整理,保 管 して,そ の完壁な収集箇所 として美術の研究に資する
ことである。この趣旨に基づいて設立当初から写真撮影による資料の作成をはじめ,
印刷物を整理してこれに加える等その収集につとめ て い る。 資料の内容は,日 本美
術,東 洋美術,西 洋美術,お よび明治,大 正美術に大別 しさらにこれを絵画,彫 刻,
88
L
●V研 究 施 設
工芸,建 築等に分類整理 している。その数は特別大型のものから小型のもの ま で約
120,000点がある。写真資料のほかに印譜,図版 カー ド等がある。
芸能部 レコー ド・録音テープ ・写真(35ミリ・8ミリ・16ミリシネを含む)等 に
よる芸能資料を多数そなえている。レコー ドには毎年各製作会社から発売される伝統
芸能関係 レコー ドのほか,昭 和35年度文部省機関研究費によって購入した安原 コレク
ヨンレコー ド5,450枚が含まれている。 安原コレクションは,明 治 ・大正 ・昭和三代
にわたって刊行 された各種邦楽レコー ドを網羅 したもので,近 代における邦楽の実態
と変遷を知る上での貴重な資料となるものである。録音テープ及び写真は,雅楽 ・能
・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸能その他の伝統芸能 を対象に記録してきたもの
で,奏演法の解析を中心とした写真 ・テープ,あ るいは各種文書の記録写真なども含
んでいる。種別による所蔵数は次のとお りである。
区 分 ・・一ド警 ∴ 写 真18穿結,
昭 和4・鞍 以 前 匡623炊555本119・ 本}・2,・00;,',i85本}・本
昭 和4・‐4asrl1341・5i65134・1141・Ⅲ 一 一`斑 ㎜ コ
・,・7660255「52,3・0―gglT





























科学研究費(機 関研究)に より次の設備を整え,研 究に活用している。
1マ イクロ写真撮影装置1式




























(1)ピッチ レ コー ダー



































































東 京 衡 機











金 属 顕 微 鏡















ウェル テ ス ー2QQ
医 療 用 愛 国 号



















小 泉 製 作 所
1徳 川 製 作 所1
オ リ ン パ ス





Il本分 光 工 塾株
式 会 祉












4黒 田 記 念 室 鼻
この記念室は,本 研究所の創立者故帝国美術院長子爵黒田清輝の功績を記念するた
めに設けられたもので,そ の油絵,素 描,画 架等を陳列 している。
収蔵されているものは,油 絵125点,素描170点,スケッチブック等若干である。こ





V研 究 施 設
田照子,田 中良等からの寄贈 もふくまれており,随時陳列替を行なっている。毎週木
曜日午後1時 から4時 まで 一般に無料公開 して い る。 陳列品の主なものは,「知感
情」,「花野」,「湖畔」,「赤髪の少女」,「もるる日影」,「温室花壇」等である。
黒田子爵記念室観覧規程
第1条 本研究所の黒田子爵記念室(以 下単に 「記念室」 という。)は,この規程 に
よって一般に公開する。
第2条 観覧は無料とする。
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